
平成 26 年度保護者アンケートで頂いたご意見に対する取り組みの経過報告 

 平成 26年 7月、本学院の管理・運営の改善に役立てるため、在学中の学生の保護者の皆様にアンケー

トを実施いたしました。多数のご回答を頂きありがとうございました。 

多くのご質問・ご意見を頂いた①国家試験への取り組み、②経済的支援（臨床実習積立金）、③就職に

関する情報提供についての平成 26 年度 10 月までの取り組みと、アンケート調査結果の概略については

平成 26 年 12 月発行の保護者会便りに掲載させて頂きましたが、それ以後の取り組みと成果について経

過報告させて頂きます。 

 

平成 26年度 11月以降の取り組みについて 

【国家試験への取り組み】 

国家試験対策への満足度が 50％強にとどまったことを踏まえ、平成 27 年度の 4 年生の国家試験対策

は、平成 26年度まで、学科ごとに行ってきた特別講義を、両学科教員全員が分担することで効率化を図

りました。月数回の模試で、対応が十分でない分野の発見、学生の不得意分野を把握し、対策の不備を

修正すると共に、成績が伸び悩む者には、別途、個別指導を行う体制をとっております。 

また、平成 26年度に試行的に行ってきた 1～3年生の特別枠カリキュラムは、平成 26年度末、正規授

業の補講にもなるようにカリキュラムが再編され、平成 27年度の年間計画に則って実施するようにしま

した。年度末に到達度試験を実施し、その結果から、特別カリキュラムの修正ならびに個々の学生の学

習指針の参考とすることで、最終学年の国家試験対策にスムースに繋がるよう工夫しております。 

結果、平成 27 年度の 4 年生の国家試験対策進捗状況において、12 月同時期直近 3 年間の同一模試の

平均点を大きく上回っておりますし、1～3 年生の試行的に行っている到達度試験の平均点も昨年より上

回る状況で推移しております。 

平成 28年度からは、学年ごとの到達度をより明確にするために、学年末、全学年に到達度試験を実施

し、より高い学習効果を目指します。また、これらの取り組みは、学生の学習能力、国家試験の出題傾

向などを考慮し、毎年、修正して参ります。 

 

【経済的支援（実習積立金・奨学金）】 

 経済的支援の満足度は 60％強でしたが、特に実習積立金についてのご質問が多くありました。 

実習積立金の使途につきましては、宿舎費と実習地へ移動する際の交通費に充てております。実習実

施施設は学生個々によって異なりますので、全ての学生が同一費用というわけには参りません。したが

って、開校時より、同学年全員のプール金によって、当該年度にかかった上記経費の全額を賄う方法で

対応して参りました。これらについては、入学時の保護者会総会にて、ご了承頂いております。 

また、その他の経済的支援につきましては、学院独自の特別奨学金や奥出雲町からの給付金等を、毎

年、学則に従って選考を行ったうえ、それらを給付するとともに、別途数名の学費の分納にも応じてお

ります。随時相談に応じておりますので遠慮なくお申し付けください。 

 

 

 

 



【就職に関する情報提供】 

卒業後の進路支援についての満足度が僅か 30％にとどまりましたのは、在学生の約 90％を島根県東部

出身者が占め、その多くが地元就職を希望する本学院の実情を反映してのことだと推測いたします。 

残念ながら、近年、県内求人数が十分ではありません。しかし、求人予定がなかった施設での実習中、

学生に声を掛けていただき、内定を頂くことや、「島リハの卒業生がとても頑張ってくれているから、リ

ハスタッフ増員は是非島リハから」と求人を頂いているところもあり、感謝にたえません。平成 27年度

は県内就職を支援するために、新たな求人情報システムの導入や卒業生による就職斡旋などを模索する

一方、学生の就職活動に役立つよう、ハローワークから講師を招き、就職活動セミナーを実施するなど、

可能な限り、学生が希望する就職ができるよう取り組んでいます。 

 

【保護者との面談等】 

平成 26 年度まで、桜雪祭（学園祭）時に 3・4 年生の保護者と担任との個別面談を実施し、出席して

頂けなかった保護者の方々とは、電話相談で適宜対応して参りました。しかし、保護者ならびに学生と

の相談体制について、「適切」と答えた方が 50％強であったことを踏まえ、平成 27年度は、個別面談を

全学年とし、入学後できるだけ早期から保護者と教職員との連絡、連携を密にすることにいたしました。

なお、ご相談には随時対応しておりますので、お気軽にご連絡、ご来校ください。また、保護者・教職

員懇親会では、同クラスの保護者同士、異なる学年の保護者との有意義な情報交換ができます。お時間

がございましたら、ご参加くださると幸いに存じます。 

 

【学院のホームページ】 

学院のホームページについては、学院の取り組みや学院内の様子が、より伝わりやすくなるようにリ

ニューアル中です。今後も、学院の管理・運営方針や資格試験に関する取り組み、就職状況、学生の自

治会活動・ボランティア活動など、ホームページ上に掲載して参りますので、ご活用願えれば幸いに存

じます。 
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